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1、学校の紹介

・東村⼭市にある中学校
・市内⼩学校15校、中学校7校
・⻄武新宿線久⽶川駅徒歩５分
・緑豊かな町
・国⽴ハンセン病資料館がありどの学年も学ぶ
・全校⽣徒459名



保健室
⼊り⼝から

⼀昨年作った
図書コーナー

いまはベッドですが
割と最近まで畳だっ
たそうです…

こんにちは♩



２、本校の健康問題

個別指導 ほけんだより 保健委員会活動

睡眠不⾜・昼夜逆転・朝⾷⽋⾷
遅刻・イライラ…



例）ほけんだより



例）保健委員会活動
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例）保健委員会活動

２年⽣

〜睡眠について〜



３、健康教育の実践

①性教育
②たばこの害

(その他）
• ⾷育
• お薬授業
• 熱中症発表

私が実施した授業

保健科免許を取っていたので
市への申請など必要なくできた



①性教育（２年⽣）
•２学年の学年主任の先⽣が以前助産師を招いて講演会をしてい
たことから、今年もやろう！と提案してくださった

•講師の先⽣との連絡

•単発ではなくて事前に学習をしておこう



②たばこの害(１年⽣）
•これまでは薬剤師さんにやっていただいていた

→新しく私がやることに！



⼯夫したこと① 1年⽣にわかりやすいように
キャラクターを登場させる



写真や動画で理解を
深める

⼯夫したこと②



⼯夫したこと③

え〜こんなことにも
影響あるの！！と
いう内容を⼊れる



E組
☆たばこを吸わない⼈にも害があるのになんで売っているのだろうと思った
・店内禁煙のルールはもっと早く決めてほしかった
・まわりの⼈から誘われてもしっかり断れるようにしたい
・駅前に喫煙所があるのはどうかなあと思う
☆たばこなんて、販売を中⽌すれば誰も吸わなくなるのに、なぜ中⽌にしないか？
・たばこを売っている限り、買う⼈が出てくる
・たばこを吸うということは、周りの⼈にも害を与えているという事なんだと思った
・⽇本のたばこパッケージの警告は他の国と⽐べて⾜りないと思った。
他の国では写真がついていて危険性が⼀⽬⾒て分かるのに対して、⽇本のパッケー
ジはきれいで、下に⼩さく⽂字が書いてあるだけなので危険性が分かりづらいと
思った

〜⼦どもたちの感想⽂〜



４、感じたこと

①⾃分でなんでもやろうとしてしまい苦しいことがあった
→少しのことでも相談する
いろんな先⽣に⾒てもらいヒントや経験をきく
（校内だけでなく市内の養護教諭の先⽣にもきく）

②年度が始まるとなかなか計画がすすまない
→年度初めに学年主任の先⽣とお話しする時間をつくり、
計画に位置付ける



たばこを教える
性教育を教える

たばこを通して○○を教える
性教育を通して○○を教える

⼤切なことは、たばこを性教
育を教えることではなく、
“それらを通して何を教えてい
くか”という事であること

がわかった

５、さいごに



おわり

これからも様々な健康教育に
挑戦していきたいと思います

ありがとう
ございました！


